
普及活動情勢報告（令和 6 年 1 月分）
中央東農業振興センター農業改良普及課

収穫時の取扱いに注意！ ～温室金柑研究会目慣らし会～

各等級の規格を確認する
生産者

１月９日、ＪＡ高知県香美地区果樹部温室金柑研究会目慣らし会

が山北集出荷場で開催され、生産者及び関係機関職員11名が参加し

ました。各生産者が持ち寄った金柑を全員で等級分けしながら規格

の確認を行いました。

農業改良普及課からは、今年目立った病害虫について被害果を示

しながら説明し、今後の凍害防止に向けた温度管理について注意を

促しました。

生産者からは「気温の変動が激しく、温度管理が難しい」といっ

た意見が聞かれました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、着果の多かった今

作の反動を少なくするために、せん定や施肥の指導を中心に行い、

来作に向けて支援します。

厳寒期の管理について考えよう！ ～香美地区ししとう部会 ハウス現地検討会～

生育状況について
意見交換する生産者

１月10日、香南市野市町の生産者ほ場で、ＪＡ高知県香美地区し

しとう部会ハウス現地検討会が開催され、生産者及び関係機関職員

６名が参加しました。

今作は初期の高温による石実の発生が多かったことや、12月の天

候不順の影響から、現在は収穫の谷に入っていることなどが情報共

有されました。

農業改良普及課は、実際の環境データを用いて、外気温は低いな

がらも日射量が増加する、これからの栽培管理のポイントについて

説明しました。

生産者からは「加温設定を見直してみる」「夜温管理は変温と一

定ではどちらの方がよいか」といった意見が出されました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、シシトウの安定生

産に向けて支援します。



環境データは確認しゆう？ ～長岡ピーマン部会現地検討会～

日々の管理を確認中！

１月12日、ＪＡ高知県土長地区園芸部長岡ピーマン部会現地検討

会が開催され、部会員12名が参加しました。

現地検討会では、新規就農者を含む若手生産者２名のほ場を巡回

し、栽培管理の改善につながる情報交換が活発に行われました。

農業改良普及課からは、生産者の実際のハウス内環境データを用

いて時期別のポイントを説明しました。

生産者からは「ハウス内の日平均気温はどのくらいを目標とすべ

きか」など、温度管理に関する質問が多く出されました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、ピーマンの生産安

定に向けて支援します。

収量アップはほ場の準備と初期管理から！～オクラ栽培講習会～

地温と土壌水分の確保が
ポイント！

１月18日、ＪＡ高知県香美地区園芸部オクラ部会が栽培講習会を

開催し、生産者35名が参加しました。

農業改良普及課は、ほ場の準備やは種後の保温、トンネル換気に

ついてポイントを説明しました。

生産者からは「は種時の土壌水分が少ない場所は発芽が悪い。ど

のくらいかん水が必要か」といった質問が出され、他の生産者が「畦

中の土を取って確認している」など自ら管理を紹介するなど活発に

意見交換が行われました。併せて、ＪＡや生産者と協力して作成し

た露地オクラ栽培マニュアルを配布し、今後の栽培管理での活用を

呼びかけました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、オクラの収量向上

に向けて支援します。

皿鉢料理講習会 ～南国地区農漁村女性グループ研究会～

のり巻き作りを楽しむ児童

１月 19 日、南国地区農漁村女性グループ研究会は岡豊小学校６年

生 30 名を対象に、郷土料理の伝承活動を行いました。

グループ員６名が各班の講師となり、のり巻き、四方竹寿司の作

り方や皿鉢への盛り付け方について伝承しました。

農業改良普及課は、事前に小学校との日程調整や児童の食物アレ

ルギーの有無等の情報を把握し、メニュー決めに反映させました。

児童からは「のり巻きが楽しすぎて作りすぎた」「サラダ巻きが

おいしかった」などの感想が聞かれ、グループ員は活動の手応えを

感じた様子でした。

農業改良普及課は、今後も南国地区農漁村女性グループ研究会の

子ども達への伝承活動を支援します。



地域計画策定に向けて ～地区座談会の開催～

地図で農地の状況を確認

令和５年９月から地域計画策定に向けた「協議の場」として地区

座談会を開催しており、令和６年２月末までに南国市、香南市、香

美市で42地区を対象に開催する計画です。

農業改良普及課は、ファシリテーターとして参加し、農家や農業

委員等からの意見を集約しています。

座談会では、現況地図をもとに栽培品目や農地、農道、水路の状

況について確認し、将来の地域農業のあり方について話し合います。

参加者からは「後継者がいない」「農道が狭い」「水路の改修が

必要」などの意見が出され、営農を続けていくうえでの問題点や課

題が明らかになっています。

農業改良普及課は、今後も関係機関とともに座談会に参加し、地

域での協議を進めていきます。


